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 ＭＥ育成講座 平成２９年度 第 1 回 

「ふくしまＭＥ基礎コース」募集要項（案） 

 

 

   

  

・申請書受付期間：平成２９年１０月２日（月）～平成２９年１０月２０日（金） 

 

・受講者選抜結果通知発送：平成２９年１１月２日（木） 

 

・受講料払込期間 ：平成２９年１１月６日（月）～平成２９年１１月１４日（火） 

          （ 期 日 厳 守 ） 

 

・実 施 場 所 ：日本大学工学部（福島県郡山市田村町） 

          なお、現場実習は、福島県郡山市内において実施。 

 

・育 成 講 座 ：１週目 平成２９年１１月２４日（金） 

 

２週目 平成２９年１２月 １日（金） 

 

３週目 平成２９年１２月 ８日（金） 

 

４週目 平成２９年１２月１５日（金） 

 

５週目 平成２９年１２月２２日（金）  

 

・認 定 試 験：平成２９年１２月２３日（土）  

 

 ・認定試験合格者決定：平成３０年２月上旬 

  

 

平成２９年１０月２日 

ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会 

資料２ 
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ＭＥ育成講座の目的と意義 

 社会インフラは、豊かな国民生活の実現及び自立的で個性豊かな地域社会の形成等に寄

与する国民共通の貴重な財産であります。 

 これら社会インフラは、高度経済成長期に集中的に整備されたため、今後急速に老朽化が

進むことから、その維持・修繕、更新の必要性、緊急性が全国的に課題となっております。 

 他方、本格的な社会インフラの維持管理・更新時代を迎える中、維持・修繕分野において

は、行政を始め、地域の建設業やコンサルタントに携わるメンテナンス技術者の人材不足が

深刻な問題となっております。 

 このような中、本年１月 12 日「福島県建設業審議会」の答申において、「インフラメンテ

ナンス技術者育成・確保に関する産学官による連携強化」について明記され、インフラメン

テナンス技術者育成に積極的に取り組む必要があることが報告されました。 

 このため、「地域のインフラは、地域自らが守る」考えの下、福島県の地域特性を把握す

るとともに、橋梁、トンネル、舗装、斜面、河川構造物、防災施設等、社会インフラ全般に

係る各種点検やメンテナンスに関する専門的かつ実践的な知識を有し、社会インフラマネ

ジメントの中核となる技術者を安定的に育成することを目的として、研修を実施するもの

であります。 

 なお、本協議会では今後、今回の基礎コースの他に、さらに高度な知識を有し、点検計画

立案、健全度診断ができる技術者の育成講座も開催する予定であり、基礎から応用にわたり

多くの技術者の育成に取り組むことにより社会インフラの品質確保に努め、県民の安全・安

心に貢献していくこととしております。 

 

ＭＥ育成講座「ふくしまＭＥ基礎コース」の概要 

 ＭＥ育成講座「ふくしまＭＥ基礎コース」の講義内容は以下のとおりです。週１回×５日

間（講座）と半日間（認定試験）の５．５日間で構成され、講座から認定試験までを一貫し

て行います。なお、講座のみ受講することは原則として認めません。講座では社会インフラ

に関する共通事項の他、防災、橋梁・構造物の保全について講習し、現場では実際に構造物

の点検実習を行います。６日目には認定試験として、筆記試験を行います。 実施場所は、

日本大学工学部です。今年度のカリキュラム及び講師等は別表（Ｐ６）を参照してください。 

 １週目：概説、共通事項、斜面崩壊・落石の概論、点検と防護の基礎 

 ２週目：盛土・基礎地盤の崩壊・変形の概論、盛土・基礎地盤の点検基礎と対策、舗装維

持管理の基礎、トンネル維持管理の基礎 

 ３週目：構造力学/鋼橋の基本、コンクリート橋の基礎、橋梁メンテナンスの概論と福島

県橋梁管理の基礎、部材劣化の基礎 

 ４週目：コンクリート橋の損傷、鋼橋の損傷、点検・診断の基本 

 ５週目：補修事例橋梁の実習、意見交換会 

  〃 ：認定試験 
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ＭＥ育成講座 平成２９年度 第 1 回 

「ふくしまＭＥ基礎コース」の募集内容 

 

１． 募集人員 

１００名 

 

２． 受講費用等 

受講料（受験料含む）  １００，０００円 

（ただし、ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会に参画する団体又は行

政機関に属する者は、５０，０００円とする。） 

なお、受講者決定通知後に参加を取消した場合、育成講座の途中で欠席となった

場合でも受講料は返還いたしません。 

 

３． 受講資格 

受講申請者は、下記のいずれかに該当する必要があります。 

（１） 官公庁土木技術者等（関係団体の土木関係職員含む） 

官公庁の土木技術者等で、社会インフラの維持管理又は整備に関し２年以上の

実務経験を有する者。 

（２） 民間建設関連業土木技術者 

① コンサル担当業務 

社会インフラの調査、測量又は設計に関し２年以上の実務経験を有する者。 

② 施工業務 

社会インフラの施工又は管理に関し２年以上の実務経験を有する者。 

③ その他 

上記①、又は②と同等と認められる者。 

（３） 現在の所属機関のみでは（１）又は（２）の要件を満たしていない土木技術者等 

複数の所属機関での実務経歴がある場合は、新旧の所属機関で実施した合計の経

験を２年以上有する者。 

 

４． 受講申請手続き 

(ア)申請期間 

平成２９年１０月２日（月） ～ 平成２９年１０月２０日（金） 

(イ)提出方法 

ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会事務局まで、必ず「簡易書留」

にて、上記の申請期間内に「必着」で送付すること。なお、封筒の表面の左下隅に

「申請書類在中」と朱書きすること。 

(ウ)提出書類 

① 受講申込書 

  官公庁土木技術者等、民間建設関連業土木技術者とも、（様式１）に記入。 
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② 証明写真２枚 

申請 3ヵ月以内に撮影した顔写真、無帽、正面向きの縦 4.5 ㎝、横 3.5 ㎝のも

の。２枚とも写真裏面に氏名を記入し、うち１枚は上記①の申請書（様式１）に

貼付し、もう１枚は糊付けせず申請書にクリップで留めてそのまま提出（ポラロ

イド、カラーコピー不可）。 

③ 実務経歴書 

     ア 官公庁土木技術者等 

受講資格を確認するため、（様式２）に記入。 

なお、自分より上位の管理職の職名・氏名を記入し、押印したものを提出す

ること。 

イ 民間建設関連業土木技術者 

受講資格を確認するため、（様式３）に記入。 

なお、現所属企業の会社名、代表者名を記入し、代表者印を押印したものを

提出すること。 

また、受講資格を満たすため現在の所属企業以外での実務経歴も必要な場合

には、旧所属企業分についても（様式３）により旧所属の会社名、代表者名を

記入し、旧所属の代表者印を押印したものを併せて提出すること。 

（注）個人及び事業主の方が、自分で自分の経歴を証明することは出来ません。 

   第三者（組合や元請け又は同業者等）から、証明を頂いてください。 

(エ)郵送提出先 

〒960-8061 福島県福島市五月町 4番 25 号（福島県建設センター６階） 

（一社）福島県測量設計業協会内 

ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会 事務局 

 

５． 受講者の選抜 

(ア)選抜方法 

受講申請書類に基づき厳正に審査し、ふくしまＭＥ基礎コースの受講者を選抜し

ます。 

 なお、応募者多数の場合は、応募者の所属先、地域性を考慮して、受講者を選抜

します。  

(イ)選抜結果の通知 

平成２９年１１月２日（木）までに、選抜結果の通知書を本人宛に発送します。 

なお、この日より１週間を経過しても選抜結果通知書が届かない場合には、事務

局までお問い合わせください。 

（注）受講決定通知後、期日までに受講料の入金がない場合には、受講できません

のでご注意願います（受講料納付方法については、受講者選抜結果通知の際にお

知らせします）。 

 

６． 個人情報の取扱い 
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提出された申込書等に記載された氏名、性別、生年月日、住所、電話番号等の個人情報

は、ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会事務局が責任をもって管理します。 

 

７． 受講修了、認定等について 

（１） 受講修了証の交付 

ＭＥ育成講座「ふくしまＭＥ基礎コース」の全課程を受講したと認められる者に

対し、受講修了証を交付します。 

（注）レポート課題等の未提出が一部でもあった場合や、遅刻、欠席が一部でも

あった場合には、原則として受講修了証は交付されず、認定試験を受けることがで

きません。 

なお、ＭＥ育成講座では認定試験の受験を必須としていますが、不可避の理由に

より受験できない者には、受験料の５，０００円を返金します。 

（２） 認定証の交付 

ＭＥ育成講座「ふくしまＭＥ基礎コース」の受講修了証を交付された者に対し認

定試験を行い、審査委員会、協議会の審議を経て、合格した者には認定証を交付し

ます。 

なお、認定証の有効期間は、交付日より５年間（更新制）とします。 

（３） 再認定試験 

（２）の認定試験において不合格となった者及び受講修了証の交付を受け受験で

きなかった者は、次回に開催されるＭＥ育成講座「ふくしまＭＥ基礎コース」の認

定試験を、同講座の受講を免除の上、一度のみ受験することができます。 

なお、受験料は５，０００円とします。 

 

８．ＣＰＤプログラムについて 

本育成講座はＣＰＤ（一般社団法人建設コンサルタンツ協会、公益社団法人土木学会）、

ＣＰＤＳ（一般社団法人全国土木施工管理技士会連合会）プログラムの認定対象講習です。  

 

９．その他 

（１）平成３０年度にも、「ふくしまＭＥ基礎コース」の講座を２回開催する予定です。 

（２）平成３０年度には、「ふくしまＭＥコース（仮称）」の講座開設を予定しています。 

 

１０．問合せ先 

〒960-8061 福島県福島市五月町 4番 25 号（福島県建設センター６階） 

（一社）福島県測量設計業協会内 

ふくしまインフラメンテナンス技術者育成協議会 事務局 

ＴＥＬ ０２４－５６３－１３２１ 又は ０２４－５２３－１７２８  



研修教室 講義時間 講 師

１週目 10:00～10:30 ＭＥ研修の意義、実施要領説明 中村会長、福島県、事務局

11月24日(金) ５４号館 10:40～12:00 福島県の社会基盤施設の維持管理概要 福島県

5411教室 13:00～14:30 福島県の地形・地質
(一社)福島県地質調査業協会
(主)小澤義史　(副)鈴木克久

14:40～15:35 斜面崩壊・落石の概論 日本大学工学部　中村晋教授

(公社)日本技術士会東北本部福島県支部

(主)小沼千香四　(副)畠良一

２週目  9:20～10:20 盛土・基礎地盤の崩壊・変形の概論 日本大学工学部　仙頭紀明准教授

12月1日(金) ５４号館 (公社)日本技術士会東北本部福島県支部

5411教室 (主)黒森伸夫　(副)畠良一

13:00～14:30 舗装維持管理の基礎 インフラ長寿命化研究会　荒井明夫

14:40～16:10 トンネル維持管理の基礎
(一社)建設コンサルタンツ協会東北
支部　尾崎裕司

３週目  9:00～10:30 構造力学/鋼橋の基礎 日本大学工学部　笠野英行専任講師

12月8日(金) ６２号館 10:40～12:10 コンクリート橋の基礎 日本大学工学部　子田康弘准教授

6232教室 13:00～14:30 橋梁メンテナンスの概論と福島県橋梁管理の基礎 日本大学工学部　岩城一郎教授

14:40～17:00 部材劣化の基礎 インフラ長寿命化研究会　新銀武

４週目  9:00～10:30 コンクリート橋の損傷 インフラ長寿命化研究会　神永秀明

12月15日(金) ６２号館 10:40～12:10 鋼橋の損傷 インフラ長寿命化研究会　小室浩

保全；橋梁 6232教室 13:00～16:00 点検・診断の基礎 インフラ長寿命化研究会　髙橋明彦

５週目 ６２号館  9:00～12:00 保橋－８ 補修事例橋梁の実習

12月22日(金) 6232教室 13:00～15:00 保橋－９ 意見交換会

12:00～15:00 保橋－８ 補修事例橋梁の実習

16:00～18:00 保橋－９ 意見交換会

５週目 ６２号館

12月23日(土) 6232教室

防災、
保全；構造

保構－１

保構－２

ふくしまＭＥ基礎コース　カリキュラム

講 義 内 容

共－１

共－２

概説、
共通、
防災

共－３

防－１

防－２ 点検と防護の基礎

保橋－５

15:45～17:15

防－３

防－４ 盛土・基礎地盤の点検基礎と対策10:30～12:00

保橋－１

保橋－２

保全；橋梁
保橋－３

保橋－４

保橋－６

保橋－７

10:00～12:00

なお、実習
は郡山市内

Ａ
班

日本大学工学部　子田康弘准教授、
笠野英行専任講師　/
インフラ長寿命化研究会　新銀武・
高橋明彦・小室浩・神永秀明　他保全；橋梁

Ｂ
班

認定試験 － －

６

別 表



　（様式１）

フリガナ

氏 名

生年月日

電 話 番 号

勤 務 先

連絡先　Ｅ-Mail

勤務先の所属
団体名

昭和・平成　　　　年　　　月　　　日（満　　歳）

※

ＭＥ育成講座　平成２９年度第１回　「ふくしまＭＥ基礎コース」　受講申込書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

申込み年月日　　平成　　年　　月　　日

現 住 所

〒　　　　－

TEL： 携帯：

勤 務 先 住 所

〒　　　－

TEL： FAX：

①福島県建設業協会　　②福島県測量設計業協会　　③福島県地質調査業協会　　④福島
県法面保護協会　⑤ふくしまインフラ長寿命化研究会　⑥日本技術士会東北本部福島県支部
⑦福島県土木施工管理技士会　⑧ふくしま市町村支援機構　⑨（
）
　　　　※該当する番号に〇を付すこと。その他の場合は、具体名を記すこと。

最 終 学 歴
年月 学　校　・　学　部　・　学　科

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

職 歴

年月 所

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

年月 名

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

７

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

公 的 資 格

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

関 係 す る

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

写真を貼る
Ｈ：4.5㎝
W：3.5㎝
※顔写真

※裏面に氏名を記入

し、全面糊付けのこと



　（様式２）

　　年　ヵ月

　上記のとおり相違ないことを証明します。 平成　　年　　月　　日

職・氏名 ㊞

※勤務期間のうち、重複期間は合計に含みませんのでご注意ください。

ＭＥ育成講座　平成２９年度　第１回「ふくしまＭＥ基礎コース」

－　実務経歴書　－

所属 職名（担当） 関係実務 勤務期間

受講申込者氏名

◆　主要な実務経歴書（官公庁土木技術者等の経験証明用）　◆

～

～

～

～

～

※計　 　 　 　 年　 　 　 ヵ 月

～

～

～

８

～

～

～

～

～

～

～

～



　（様式３）

業務名

～ 　　年　ヵ月

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

　上記のとおり相違ないことを証明します。 平成　　年　　月　　日

会 社 名

代表者名 ㊞

※勤務期間のうち、重複期間は合計に含みませんのでご注意ください。

受講申込者氏名

※計　　　　年　　　ヵ月

ＭＥ育成講座　平成２９年度　第１回「ふくしまＭＥ基礎コース」

－　実務経歴書　－

受注者名 関係実務 発注者名 勤務期間

◆　主要な実務経歴書（民間建設関連業土木技術者の経験証明用）　◆

９



　（様式１）

フリガナ

氏 名

生年月日

電 話 番 号

勤 務 先

連絡先　Ｅ-Mail

勤務先の所属
団体名

　フクシマ　タロウ

　福　島　　　太　郎　　　㊞

昭和・平成　〇〇年　◆◆月　△△日（満●●歳

現 住 所

〒000－0000

〇〇市　△町　字　〇〇〇番地

TEL：000-0000-0000 携帯：090-0000-0000

勤 務 先 住 所

〒000－0000

〇〇市　◆町　字　●●●●番地

TEL：000-111-2222 FAX：000-333-4444

Ｓ・Ｈ　●●年　●●月

最 終 学 歴
年月 学　校　・　学　部　・　学　科

Ｓ・Ｈ　●●年　●●　　〇〇大学　　◆◆学部　　△△科

Ｓ・Ｈ　●●年　●●月 (株)〇〇〇〇建設　採用

Ｓ・Ｈ　●●年　●●月 (株)〇〇〇〇建設　〇〇課

Ｓ・Ｈ　●●年　●●月 (株)〇〇〇〇建設　〇〇課　主任

ＭＥ育成講座　平成２９年度第１回　「ふくしまＭＥ基礎コース」　受講申込書

公 的 資 格

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

関 係 す る

Ｓ・Ｈ　●●年　●●月 測量士補（登録番号　№00000）

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

職 歴

年月 所

申込み年月日　　平成　　年　　月　　日

１０

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

記入例

Ｓ・Ｈ　　　年　　　月

(株)〇〇〇〇建設　〇〇課　課長

年月 名

Ｓ・Ｈ　●●年　●●月 二級土木施工管理技士（登録番号　№00000）

①福島県建設業協会　　②福島県測量設計業協会　　③福島県地質調査業協会　　④福島
県法面保護協会　⑤ふくしまインフラ長寿命化研究会　⑥日本技術士会東北本部福島県支部
⑦福島県土木施工管理技士会　⑧ふくしま市町村支援機構　⑨（
）
　　　　※該当する番号に〇を付すこと。その他の場合は、具体名を記すこと。

　　※メールアドレスを記入のこと

　(株)〇〇〇〇建設　△部　　　/　　　福島県〇〇建設事務所　△部　　等
　　　　※所属部名まで記入のこと。

※　　　ここには何も記入しないこと

※主なものを記入

※主なものを記入

記入欄が不足する場合は、行を追加して

記入のこと。

姓と名の間は一

字空けること

※現在の所属

写真を貼る
Ｈ：4.5㎝
W：3.5㎝
※顔写真

※裏面に氏名を記入

し、全面糊付けのこと



　（様式２）

１年６ヵ月

１年

１年

　上記のとおり相違ないことを証明します。 平成　00年　00月　00日

職・氏名 〇△課長　〇　〇　〇　〇 ㊞

　（様式３）

業務名

平成〇年度
　〇道路△法面施工業
務

H〇.〇～H〇.〇 ８ヵ月

平成◆年度
　〇橋桁補修業務

H〇.〇～H〇.〇 １年６ヵ月

平成△年度
　〇道路◆舗装業務

H〇.〇～H〇.〇 １年６ヵ月

　上記のとおり相違ないことを証明します。 平成　00年　00月　00日

会 社 名 (株)〇〇建設

代表者名 　　〇　〇　　〇　〇 ㊞

※勤務期間のうち、重複期間は合計に含みませんのでご注意ください。

記入例

受講申込者氏名

発注者名

〇建設事務所

△建設事務所

◆市役所

勤務期間

河川管理

H〇.〇～H〇.〇

H〇.〇～H〇.〇

H〇.〇～H〇.〇

※計　 　 ３ 　 年　 ６ 　 ヵ 月

勤務期間

㈱〇〇建設

維持施工管理

施工管理

㈱〇〇建設

受注者名

㈱〇〇建設

道路管理

　 ■　 ■　 　 ■　 ■受講申込者氏名

関係実務

施工管理

ＭＥ育成講座　平成２９年度　第１回「ふくしまＭＥ基礎コース」

－　実務経歴書　－

所属

〇〇建設事務所〇〇部〇〇課

土木部〇△課

関係実務

●　 ●　 　 ●　 ●

技師（設計・管理担当） 道路・河川管理

１１

◆　主要な実務経歴書（官公庁土木技術者等の経験証明用）　◆

記入例

ＭＥ育成講座　平成２９年度　第１回「ふくしまＭＥ基礎コース」

－　実務経歴書　－

◆　主要な実務経歴書（民間建設関連業土木技術者の経験証明用）　◆

副主査（管理担当）

主査（管理担当）

職名（担当）

※計　　３　年　　８ヵ月

土木部◆◆課

現所属企業の会社名、代表者名を記入

し、

現所属企業における重複期間を除いた合計２年以上の実務経歴を記入すること。

なお、受講資格を満たすため旧所属企業分の実務経歴書も併せて提出する必要が

ある場合は、この（様式３）を用いて旧所属企業おける実務経歴書を作成し、旧所

属企業の会社名、代表者名を記入し、旧所属企業の代表者印が押印された実務経歴

書を提出すること。

重複期間を除いた合計２年以上の実務経歴を記入すること。

現職場のみでは実務経歴が２年以上とならない場合には、

自分より上位の管理職の職

名・氏名を記入し、押印する。
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